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研究成果の概要（和文）：本研究は、東南アジアにおけるゴング文化の総合的な理解に向けた一歩として、ベトナム中
部地域におけるゴング文化の動態を、楽器の製造・流通に着目して明らかにすることを目的とした。現地調査の結果、
ベトナム北中部沿岸にあるキン族の村で行われている鋳造によるゴング製作方法の詳細と、少数民族へのゴング販売の
実態の一部について明らかにすることができた。またベトナム中部高原の幾つかの少数民族の間では、村落や民族の垣
根を越えて、ゴングが売買されていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to reveal the dynamics of the gong culture in Central Vietnam foc
using on the manufacture and distribution of musical instruments as a first step toward the overall unders
tanding of the gong culture in Southeast Asia. As a result of my fieldwork, the details of gong casting me
thod in the village of Kinh people in North Central Coast of Vietnam and a part of the current status of g
ong sales to the ethnic minorities were revealed. In addition, the study revealed that gongs were traded a
cross villages and ethnic boundaries among some ethnic minorities in the Central Highlands of Vietnam.
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１．研究開始当初の背景 

 ゴング（銅鑼）は、現在も儀礼・祭礼に

欠かせない神聖な楽器・財として、東南ア

ジア諸地域における人々の暮らしの中で重

要な位置を占めている。本研究が対象とす

るベトナム中部地域では、少数民族ごとに

異なる様式のゴングセットと曲が受け継が

れてきた。先行研究では、各少数民族のゴ

ング演奏の形態や儀礼・祭礼における演奏

の役割などについて、民族音楽学、美学な

どの観点から考察されてきた。しかし、そ

れらのゴングがどこでどのように製作され、

どのように流通しているのかは不明な点が

多い。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、東南アジアにおけるゴング文

化の総合的な理解に向けた一歩として、ベ

トナム中部地域におけるゴング文化の動態

を、とくに楽器の製造・流通に着目して明

らかにする。 

具体的な研究内容は以下の通りである。 

（１）ゴング製作方法の解明 

（２）ゴング流通の実態解明 

（３）ゴング文化に関する民族誌映画の製

作 

 

３．研究の方法 

 本研究は、ベトナム北中部沿岸クアンナ

ム省、および、中部高原のコントゥム省、

ジャライ省を主な調査対象地とし、とくに

ゴングの製作・流通に焦点を当てたフィー

ルド調査を実施した。 

 フィールド調査では、ゴング製作工程の

撮影と、職人に対する聞き取り調査、少数

民族村落でゴング所有者などに対する聞き

取り調査、ゴングが演奏される儀礼・祭礼

の調査、撮影などを行った。帰国後に、フ

ィールド調査で記録・収集した資料（映像・

音響資料を含む）の分析、研究発表、民族

誌映画の製作を行った。 

 

４．研究成果 

 ベトナム北中部沿岸クアンナム省ホイア

ン近郊にあるキン族の村落のゴング製作工

房で、ゴング製作職人のわざをビデオカメ

ラで記録し、職人への聞き取り調査を行う

ことによって、ゴング製作方法の詳細を明

らかにすることができた。鋳造のゴング製

作においては、原型の製作が最も重要であ

り、とくに高度な技術が必要であることが

分かった。この点はインドネシアのジャワ

島などで行われている鍛造のゴング製作方

法と異なる点である。また調査を行ったゴ

ング製作職人は、販売する少数民族ごとに、

鋳込みの材料に使用する金属の配合割合を

変え、さらに鋳造したゴングを少数民族ご

とに異なる音の好みに合わせて調音・調律

している事が分かった。また少数民族は古

いゴングを好むため、新しく製作したゴン

グが古く見えるように、ゴングの表面に凸

凹をつけたり、炭粉で全体を黒くしたりし

ていることが分かった。またこうした工夫

は、外観だけでなく、音響的にも古いゴン

グに近付く効果があるとのことであった。

このように、ゴング製作職人は、顧客であ

る少数民族のニーズに合わせてゴングを製

作することで、ゴング文化を支えてきたと

考えられる。 

 ゴングを購入する顧客には、少数民族の

ほかに、キン族、外国人の観光客などがい

る。北中部沿岸に住むキン族は、葬礼や祖

先崇拝の儀礼の際にゴングを用いる事が分

かった。少数民族は、ゴング製作工房を訪

ねて直接ゴングを購入するほか、国道沿い

の路面店でもゴングを購入している。その

際にゴングのサイズや音（音色、音階）を

細かく指定し、ゴングセットが完成するま

で工房に泊まりこむこともあるという事が

分かった。 



 少数民族のゴングの需要は年々減少して

おり、1954年には同村落に 40以上あった

ゴング製作工房は、現在 13 ほどであるこ

とが分かった。また高齢の現役世代の後を

継ぐゴング製作者が少なくなっていること

から、同村落のゴング製作の伝統を維持す

るには政府によるゴング製作者、工房に対

する経済的な支援、職人の養成などの政策

が必要であることが示唆された。今回の研

究では、他のゴング製作工房の状況、ゴン

グ販売に関する詳しいデータを得ることが

できなかったので、今後の課題としたい。 

 ベトナム中部高原のコントゥム省、およ

び、ジャライ省の複数の少数民族村落で、

ゴングの所有者、ゴング調律師などに対し、

ゴングの流通に関して聞き取り調査を行っ

た。その結果、経済的な理由などから、ゴ

ングが個人間で直接売買されることがあり、

ゴングの売買は村落や民族の垣根を超えて

行われていることが分かった。その背景に

は、バイクの普及により遠隔地への交通が

容易になったことに加えて、中部高原北部

の少数民族（バナ族、ジャライ族、セダン

族、ゼチエン族など）の使用するゴングセ

ットの様式、演奏方法などが類似している

ことが考えられる。また一部のキン族や少

数民族の調律師がゴングの仲買人の役割を

担っている事も明らかになった。しかし、

彼らの存在が当該地域のゴング流通にどれ

ほどの影響を与えているのかは今回の調査

でははっきり分からなかった。また当初予

定していた国境付近、および、国境を越え

たゴング取引の調査については、当地の情

勢、時間的な制約などから今回は行う事が

できなかった。これらは今後の課題とした

い。以上より、当該地域におけるゴング文

化の動態の一部を把握することができた。 

 当初はゴングの製作と流通に焦点を当て

た映像作品を制作・公開する予定であった

が、同テーマに関して作品を作る上で十分

な映像を撮ることができなかった。そのた

め、ゴング文化の動態を示す事例として、

ジャライ族の墓放棄祭に関する民族誌映画

「Po thi」を制作した(Vincenzo Della Ratta

氏と共同製作）。本作品のもととなる調査

では、ジャライ省にあるジャライ族の村落

で祭の進行を準備から終了まで 2日間ビデ

オカメラで撮影し、後日、村の年長者に聞

き取り調査を実施した。製作した映画はエ

ストニアの国際民族誌映画祭で入選し、当

地での上映と質疑応答に参加した。 
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